
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・週３回以上の全校一斉朝学
　習の実施及び東京ベーシッ
　クドリル診断結果に基づい
　た個人カルテの作成

・児童へのアンケート結
　果で、80％以上の児
　童が「学力を高めよう
　としている」と回答

70% 90% Ｂ

○全国学力・学習状況調査において、
　ＣＤ層の割合が昨年度並みであっ
　た。さらに、割合を下げるべく、結
　果を分析し、手立てを講じていく。

B A

○朝学習・個人カルテに加え、年度途中
　よりランスタを実施したことで、「学
　力を高めようとしている」児童が８５
　％であった。

B

○学力向上に向け、児童本人
　の興味ややる気を引き出せ
　たことは大変素晴らしいこ
　とである。

○学力向上に向けた良い
　取組は、次年度も継続
　し、更なる向上を図っ
　ていく。

・年３回の「江戸川っ子
　study week」による
　家庭学習及びミライ
　シード活用の推進

・児童へのアンケート結
　果で、８０%以上の児
　童が「すすんで学習に
　取り組む」と回答

65% 80% Ｂ

○「江戸川っ子study week」
　を活用し、家庭と連携して、
　学習の定着を図ることができ
　た。

B B

○家庭と連携して取り組んだこ
　とで、「毎日の宿題にすすん
　で取り組む」児童が８０％で
　あった。

B

○勉強に対する意識を高める
　ためにも保護者の我が子に
　対する声掛けも大事だと思
　う。

○家庭との連携を更に図れ
　るよう、「江戸川っ子
　study week」の実施方
　法を見直していく。

・昼読書の設定及び学校
　図書館の環境整備

・週３回以上の昼
　読書の実施及び
　夏休み期間中の
　集中環境整備

70% 80% Ｂ

○夏休み期間中に学校図書館の電算化を
　実施した。
○１学期に中央図書館と連携し、調べる
　学習コンクールに向けた出前授業を実
　施した。

B B

〇夏休みに図書館の電算化を図っ
　たことで、児童が好むジャンル
　が一目で分かるようになり、図
　書配列に生かすことができた。

B

○探究心や心を豊かにする読書の
　取組は欠かせない。普段できな
　い環境整備を夏休み中に実施し
　たことは素晴らしい。

〇図書館電算化で得られるデー
　タを環境整備に活用し、更に
　読書好き・調べ好きな児童を
　育成していく。

・「江戸川っ子縄跳び
　チャレンジ」の推進

・各学期２週間の
　実施

65% 90% Ｂ

○１学期に２週間、全校が外に出て
　「短縄跳び」に取り組んだ。２・
　３学期も同様の取組を行い、体力
　の向上を図っていく。

B A

〇２学期にも２週間、「短縄跳び」を実
　施し、今回は「学級全員での長縄跳
　び」「ランニング」にも取り組み、体
　力の向上を図った。期間中は、元気に
　活動する児童の様子が見られた。

B

○心肺能力を高め体力の向上を図
　る取組はとても良い。外遊びが
　できなくなっているので、とて
　も良い取組である。

○江戸川区の取組である「短縄
　跳び」と本校独自の取組であ
　る「持久走」を今後も継続
　し、更に体力を高められるよ
　う考えていく。

・運動量が確保された体
　育授業の実施

・児童へのアンケート結
　果で、９０%以上の児
　童が「体育や外遊びな
　ど、体を動かすことか
　好き」と回答

65% 80% Ｂ

○学習カードや１単位時間の
　授業の工夫を行い、児童の
　運動時間確保に努めた。 B B

〇体育における運動時間の確保及
　び外遊びを励行したこと
　で、「体育や外遊びが好き」
　な児童が８６％であった。

B

○体力向上のためにも縄跳び
　やマラソンなど体を動かす
　習慣を続けて、運動能力を
　高めてほしい。

〇体育の授業改善を進め、運動
　量が確保された体育授業を継
　続することで、運動好きな児
　童を更に育成していく。

・年間を通して、体育の
　時間で主運動につなが
　る補助運動の実施

・体力調査の項目に
　おいて全項目の
　６０％以上で区平
　均を上回る

70% 80% Ｂ

○体力調査において、６７％の項目で全
　国及び東京都の平均を上回ることがで
　きた。今後も補助運動を継続し、更な
　る体力向上を目指していく。

B B

〇計画的な体力アップの取組を設定した
　ことで、児童の体力向上が図れた。体
　育の時間で主運動につながる補助運動
　の実施率は、６０％程度であった。

B

○指導者が意図的に計画をた
　て取り組むことが大切であ
　る。短縄や持久走は、ぜひ
　続けてほしい。

〇年間を通して、体育の時間で
　５分間の補助運動を確実にと
　ることで、更なる体力向上を
　図っていく。

・SCやSSW、巡回指
　導、通級指導、特別
　支援教室専門員との
　連携

・毎月1回、通常学級担
　当教員と特別支援教育
　担当教員の打ち合わせ
　を実施

85% 90% Ａ

○ＳＣやＳＳＷと常に連携を取ることで、支

　援の必要な児童や家庭の背景が分かり、そ
　の後の指導につなげることができた。

○特別支援担当教員と週１回以上打合せを行
　うことで、同じ方針で指導にあたれた。

A A

○ＳＣやＳＳＷ、特別支援担当教員と常
　に連携を取ることで、日常の指導や保
　護者との面談に生かすことができた。
　配慮を要する児童に対し、今後も必要
　な支援を行っていく。

A

○ＳＣやＳＳＷ、特別支援担当教
　員と常に連携を取ることで、児
　童や保護者の様子がよく分か
　る。今後も継続してほしい。

○ＳＣやＳＳＷ、特別支援
　担当教員と連携を取り、
　困り感のある児童に寄り
　添った指導をしていく。

・不登校児童や別室指導
　の児童を含む全児童の
　居場所づくり

・児童へのアンケー
　ト結果で、９０%
　以上の児童が「学
　校に居場所があ
　る」と回答

80% 80% Ｂ

○不登校児童や別室指導の児童全てがい
　ずれかの関係機関とつなげることがで
　きた。今後も関係を切らすことなく、
　全児童の居場所を作っていきたい。

B B

〇不登校児童や別室指導の児童を
　含む全児童の居場所づくりを進
　めたことで、「学校に居場所が
　ある」児童が８４％であった。

B

○居場所づくりのため、学校
　だけでなく、多様なところ
　で学ぶ環境が大切である。

〇今後も全児童にとって学校が
　「自分らしくいられる場所」
　であり続けられるように、様
　々な環境を整えていく。

・年間指導計画に基づい
　た交流及び共同学習の
　実施

・各学期1回以上
　の実施

70% 90% Ｂ

○２学期より副籍（直接）交流を
　行っていく。特別支援学校担当
　教員と連携を密にし、実りある
　交流を実施していきたい。

B A

○２学期より、直接交流を開始
　し、２学期に２回実施した。
　３学期も２回計画し、児童に
　多様性を学ばせていく。

B

○これからの児童の未来を考
　えると、交流をすることは
　とても良い取組である。

○今後も年間指導計画に基
　づいた交流及び共同学習
　を実施していく。

・異学年交流や地域資源
　を生かした活動などの
　充実

・児童へのアンケート結
　果で、９０%以上の児
　童が「学校が楽しい」
　と回答

70% 90% Ｂ

○なかよし班活動を活用した異学年交流
　を月に２回以上は実施できている。今
　後は学校応援団等と連携し、地域資源
　を生かした、特色ある教育活動の充実
　を図っていく。

B A

○年間を通して「豊かな心の育
　成」を意識した教育活動を行っ
　たことで「学校が楽しい」児
　童が９４％だった。

A

○地域の特色ある活動を生か
　し、これからもPTAや学校
　応援団と連携をとりながら
　教育活動を進めてほしい。

○今後も「豊かな心の育成」を
　意識した体験的な学習活動を
　行うことで、全ての児童に
　とって、楽しい学校であり続
　けていく。

・問題行動の未然防止、
　早期発見・早期対応

・全学級、毎朝のL-Gate
　及び教職員間での情報
　共有を実施し、いじめ
　解消率１００％

75% 80% Ｂ

○６月より、L-Gateを活用し、毎朝児
　童の「心の健康観察」が実施できてい
　る。情報のアンテナを高く保ち、問題
　行動の芽を確実に摘み取っていきた
　い。

B B

〇全学級、毎朝L-Gateを実施し、心と
　体の健康状態を確認することができ
　た。また、長期休業終了３日前からも
　実施し、児童が不安なく登校できるよ
　うにした。

B

○L-Gateについて今後も継続
　し、問題行動の未然防止、
　早期発見。早期対応に努め
　てほしい。

〇L-Gateをさらに活用
　し、問題行動の未然防
　止、早期発見・早期対
　応に生かしていく。

・ＳＣ、ＳＳＷ他関係機
　関との連携強化

・不登校児童との
　ＳＣ、ＳＳＷ他
　関係機関との連
　携率100％

85% 90% Ａ

○不登校児童と関係機関との連携は
　100％である。担当者と密に情報を共
　有し、不登校児童が少しずつでも、確
　実に次のステップへ歩めるよう支援し
　ていく。

A A

○ＳＣ、ＳＳＷをはじめ、関係機関と連
　携し対応にあたったことで、当該児童
　や保護者に組織でより良い提案ができ
　た。（連携率１００％）

A

○連携率100％は素晴らし
　い。
○学習の保障を今後もしっか
　りと行ってほしい。

〇今後もＳＣ、ＳＳＷ他関係機
　関と連携を深め、どの児童に
　とっても居心地の良い学校を
　作っていく。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇豊かな心の育成 〇今後、学校応援団等との連携
　を図っていってもらいたい。

〇L-Gateの活用 〇統合により全ての児童が環境
　変化にさらされたと思うが、
　特段問題がないように感じ、
　安堵している。

〇教育相談の強化 〇不登校児童にはじっくり関わ
　り、時間をかけて話を聞き、
　その子にあった対応が必要。
〇学習の保障をお願いしたい。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザ
　インの視点を取り
　入れた個に応じた
　指導の実施・充実

〇校内掲示や案内表示など授業
　だけではない環境整備ができ
　ると良い。
〇情報共有は重要である。

〇エンカレッジルー
　ムの活用促進

〇居場所づくりは大切な視点である。
〇不登校児童の対応は難しいが、いつ
　でも心がつながっている取組はぜひ
　続けてほしい。

〇副籍交流、交流及
　び共同学習の実施
　充実

〇交流を通して、互いを思いやる心や
　助け合う気持ちを学んでほしい。
〇１学期から実施できなかった理由を
　知りたい。どの学校も実施が遅い。

〇読書に興味をもつよう読書ビン
　ゴ、または昼読書や読み聞かせの
　取組を充実させることで本への興
　味や関心がさらに深まると思う。

体
力
の
向
上

〇縄跳びは体づくりにはよい運
　動なので、週に１回、全校で
　音楽に合わせて跳ぶ取組を
　行ってもよい。

〇体力向上のためにも日頃から
　体を動かすことの大切さを知
　り、いろいろな運動に挑戦し
　てほしい。

〇国や都の平均を上回る成果が得られ
　たことは、短縄や持久走等の取組を
　しているからだと思う。今後も体を
　動かす機会の担保をお願いしたい。

〇個に応じた体力向
　上のための取り組
　みの実施・充実

学
力
の
向
上

〇授業改善の推進、
　学習の基盤となる
　基礎・基本の確実
　な習得、家庭学習
　習慣に対しての学
　校の組織的な対応
　による取組の実施
　・充実

〇分析と結果の両輪が必要であ
　る。朝学習及び個人カルテの
　活用方法を確立していくこと
　が肝要である。

〇家庭学習の定着には家庭の協
　力が必要。保護者への啓発を
　さらに考えていくことが大切
　である。

〇読書科の更なる
　充実

令和７年度　江戸川区立鹿骨松本小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標 ○よく考える子　○思いやりのある子　○たくましい子
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

○「確かな学力」「豊かな心」「健やかな身体」の育成を果たす学校
○「よく考える子」「思いやりのある子」「たくましい子」
○安心できる学校づくりに邁進し、一人一人に応じた指導ができる教師

前年度までの本校の
現状

〇基礎・基本的な定着を目指した指導を、年間を通して実施したことで、学習に前向きに取
　り組む児童が増えた。
〇様々な取組を通して、児童が落ち着いて生活できる環境を整えることができた。

〇児童の学習の基礎・基本の更なる定着や主体的・対話的で深い学びとなる授業スタイルの確立などが早急の課題で
　ある。家庭との連携も含めた学力の向上について考えていきたい。
○開校記念式典に向け、地域との連携をさらに深めていきたい。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「中間」
自己（学校）評価(A～D)



・学校ホームページの毎
　日の更新

・学校関係者評価、保護
　者アンケートの学校の
　情報発信について、肯
　定的に回答する割合が
　９０%以上

65% 80% C

○週に2・3回程度、学校ホームペー
　ジの更新ができている。今後は、
　学年ごとの取組も積極的に発信
　し、充実を図っていきたい。

B B

○ホームページをほぼ毎日更新し、積極
　的に情報を発信したことで、「ホーム
　ページ等で伝えている」と回答した保
　護者が９１％であった。

B

○忙しい中、ホームページ更新す
　るのは大変だと思うが、更新す
　ることで学校やその他の内容が
　早く伝わり、良いことである。

○地域や保護者の声も聞きなが
　ら、更により良いものにして
　いく。学年の取組も積極的に
　発信していく。

・年３回の学校関係者評
　価の開催

・事前に学校関係者評価の内

　容を学校評議員に提示し、

　課題や取組を明確にして学

　校参観を実施し、評価につ
　なげる。

75% 80% Ｂ

○学校評議員に取組目標と取組内容
　を年度当初に示すことができた。
　江戸川区の教育施策を受け、重点
　項目も設定することができた。

B B

○事前に評価内容を示した上で年
　３回の学校関係者評価を実施し
　たことで、学校の取組や課題を
　重点的に評価していただけた。

B

○学校評議員会の他、開校式典や
　入学式、他の行事に参加させて
　いただいているが、先生方の輝
　いた目や躍動する姿には心を打
　たれる。

○今後もより学校評議員
　の方との連携を深め、
　より良い学校づくりに
　取り組んでいく。

・教育活動の積極的な
　公開

・各学期１回以上の
　公開日の設定及び
　参観者アンケート
　の実施

75% 90% Ｂ

○各学期1回以上の公開日を設定するこ
　とができた。また、オンラインアン
　ケートを実施し、出された意見につい
　ては、全教職員で共有することができ
　た。

B A

〇各学期１回以上の学校公開を行い、オ
　ンラインアンケートも実施した。児童
　の良さや成長を喜ぶ内容について、全
　校朝会等で児童に紹介した。

B

○学校公開は、児童にとって
　も保護者にとっても、学校
　の教育活動が分かるとても
　良い機会である。

〇オンラインアンケートで
　出された意見を基に、次
　年度の学校公開に向け、
　より良く改善していく。

・全児童によるヤギ飼育
　及び地域の花園と連携
　した活動

・児童へのアンケート結
　果で、９０%以上の児
　童が「学校が好き・地
　域が好き」と回答

70% 80% Ｂ

○なかよし班や委員会活動を中心に
　ヤギの飼育に取り組んでいる。ま
　た、地域の花園と連携した活動も
　少しずつ始まっている。

B B

〇全児童によるヤギ飼育及び地域の花園
　と連携した活動を実施したことで、
　「学校が好き・地域が好き」な児童が
　９０％であった。

B

○花の寄せ植え、小松菜、ヤ
　ギ飼育は、心を癒やすこと
　のできるとても良い教育活
　動である。

〇今後、労作教育を推進
　することで、更に学
　校・地域が好きな児童
　を育成していく。

・教員の組織的な育成 ・全教員年３回の授
　業観察・授業公開
　及び年間を通じた
　ＯＪＴ研修の実施

75% 90% B

○全教職員対象に授業観察・授業
　公開を実施した。また、ＯＪＴ
　研修も月1回以上実施すること
　ができた。

B A

〇全教職員年３回の授業観察・
　授業公開及び月１回以上のＯ
　ＪＴ研修を実施することがで
　きた。

B

○教職員の資質向上を図るには研
　修会は重要。また、授業参観し
　ての感想や改善点、良かった点
　などを話し合うことが大切であ
　る。

〇これからも教員の本分
　である授業力向上に向
　け、計画的に研鑽を積
　んでいく。

・毎月の定時退勤日の
　設定

・１か月の残業時
　間が６０時間を
　超える教職員が
　０人

70% 80% B

○7・8月は残業時間が60時間を超える教職
　員は0人であった。今後、毎月の定時退勤

　日の設定に加え、週1回以上のマイ定時退

　勤日を設け、働き方改革の更なる推進を

　図っていく。

B B

○６０時間を超える教職員は、月によっ
　て若干名居るが、早く退勤できる日は
　定時退勤を目指すなど、意識改革が行
　われている。

B

○定時退勤を目指す取組は素晴ら
　しい。しかし、時にはバドミン
　トンや卓球、バレーボール等を
　して、親睦を深めてほしい。

○児童にとってより良い
　ことを追求しながら、
　働き方改革を進めてい
　く。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇愛校心を醸成する
　教育活動

〇地域の文化や伝統を大事にして
　いく中で、花の寄せ植え、小松
　菜、ヤギ飼育などの教育活動は
　とても良いことだと思う。

〇教員研修の実施 〇様々な対応がある中で、研修
　を実施するのも大変かと思う
　が、ぜひ継続してほしい。

〇働き方改革の推進 〇働き方改革をこれからも推進
　し、くれぐれも身体には気を
　付けてほしい。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
の
実
現

〇学校ホームページ
　の充実

〇学校や教育活動の内容が、ホーム
　ページの写真から伝わってくる。
〇ホームページ更新より、授業優先
　で良い。

〇教育活動の改善・
　充実に向けた学校
　関係者評価の実施

〇統合してからの子ども達の
　様子を観察する良い機会で
　ある。

〇学校公開の実施・
　充実

〇子ども達の様子を見ることの
　できる学校公開は、とても貴
　重である。


